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平成29年12月16日（土）三重県総合文化センターにお
いて、県内の活動組織や県内外の関係者約1,500名が一堂
に会して、「ふるさとの未来を担う、それは地域力！！」を
テーマに、第10回みえのつどいが三重県、三重県農地・水・
環境保全向上対策協議会の主催で開催されました。

今回は、地域での活動をより一層活発に取り組むことと
ともに地域ぐるみで実践する獣害につよい地域づくりの
推進を目的とした「獣害につよい三重づくりフォーラム」
との同時開催となりました。

まず、全体会を大ホールで、その後同センター内で4つ
のテーマに分けた分科会を開催しました。

鈴木三重県知事　挨拶

全体会では、まず主催者を代表して鈴木三重県知事よ
り挨拶があり、引き続き来賓の挨拶、紹介がありました。
その後、本年度に受賞された優秀活動組織の概要がスク
リーンで紹介され、表彰式に移り、優秀活動に選ばれた5
組織の代表に賞状と記念品が授与された後、優秀活動組
織の代表者と主催者代表、来賓を囲み記念写真の撮影を
行いました。

さらに「みんなで守ろう三重の大地、よりよい地域づく
りに向けて！」をテーマとしたフォトコンテストでは、2部
門で最優秀賞1作品、優秀賞1作品が発表され、賞状と副
賞が事務局より授与されることが報告されました。

引き続き、基調講演に移り、「これからの地域社会のため
の獣害対策」と題して、兵庫県立大学教授　山端直人氏よ
りご講演していただき、全体会は終了しました。

その後休憩を挟み、参加者はおのおの希望したテーマの
分科会会場へ移動しました。

第1分科会では、「県内の取組事例、獣害関係企業ＰＲ
ブース」をテーマに、県内でこの事業を期に地域活性化に
取り組んだり、農村環境活動において特徴的な活動をし
ている2組織、さらに獣害対策に取り組む優良活動の事例
紹介がありました。また、別会場では獣害対策資材・製
品展示、パネル展示ブースを設けました。

「多面的機能の維持・発揮活動　第10回みえのつどい」が
開催されました

〜ふるさとの未来を担う、それは地域力！！〜

優秀活動に選ばれた５組織のみなさんと鈴木三重県知事、福岡三重県農
地・水・環境保全向上対策協議会副会長、水谷三重県議会副議長との記
念撮影

全体会の様子
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第１分科会の様子

第2分科会では、「むらに応援企業を呼び込もう！〜企
業と連携したむらづくり〜」をテーマに、農村を応援する
企業との連携により、地域を活性化させる道筋を考える
ワークショップを実施しました。

第3分科会では、「より良い地域づくりに向けて〜次世
代リーダーへの継承〜」をテーマに、活動の継続のために
必要なこと、また若い世代・農業者以外・女性を巻き込ん
だ活動を展開していくための方法についてワークショッ
プを実施しました。

第4分科会では、「実践活動（安全対策・畦畔保全・補
修メンテナンスの説明等）」をテーマに東海農政局担当者
からは、活動における安全対策についての報告を、全共連
の担当者からは、活動にかかる保障についての案内を、企
業からは活動に必要となる製品等の紹介をしました。説

第２分科会の様子

第３分科会の様子 第４分科会の様子

明終了後の意見交換では、参加者は興味あるブースに自
由に移動し、担当者からおのおの疑問点等の説明を受け
ていました。

盛会のうち、分科会も終了し、参加者は帰路に着きました。
　
また、会館内ではフォトコンテスト応募作品の展示、三

重県ＰＲブース等が設けられ、参加者は時間の合間を見
計らって見入っていました。

また、一般の方を対象とした農産物の無料配布も行わ
れ、好評を博していました。

部門名 活動組織名 市町名
施設部門 清し有田佐田沖環境保全会 玉城町
農村環境部門 矢川環境保全会 名張市
コミュニティ部門 大野木環境保全会 伊賀市
パブリシティ部門 東大淀を守る会 伊勢市
地域共同活動部門 田尻町農地管理会 伊勢市

優秀活動組織

部門名 作品名 活動組織名 市町名
維持保全活動部門

最優秀賞 そんなに寄ってったら危ないっちゅうに 清流の里　山口 いなべ市
優秀賞 獣害対策　車座の協議 牧・集落営農部会、地域資源保全会 多気町

農村環境活動部門
最優秀賞 真夏の掃除は、びしょ濡れが楽しいね！ 智積農地水環境を守る会 四日市市

優秀賞 どんな魚がいるかな？ 三郷の土と水を守る会 玉城町

フォトコンテスト入賞作品


